
第 70 回 小松市都市計画審議会 ＜ 議事要旨 ＞ 

 

開 催 日 時 平成 27 年 2 月 26 日(木) 10:00 ～ 11:30 

開 催 場 所 小松市役所 低層棟 3階 議会説明者控室 

出 席 委 員 和田衞委員、西沢耕一委員、森俊偉委員、馬場先恵子委員、宮西健吉

委員、宮川吉男委員、松本英好委員、酒井惠美子委員、綾美寿惠委員、

北村澄江委員                 （出席委員／10 名）

欠 席 委 員 髙見健次郎委員、竹田源太郎委員         （欠席委員／2名）

 

事  務  局     （事務局／11 名）
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・ただ今より、第 70 回小松市都市計画審議会を開催致します。 

 本日の審議会は委員数 12 名のうち 10 名の方がご出席ですので、本

審議会は成立していることをご報告致します。 

・本日は、傍聴される方もいますので注意事項を申し上げます。 

 傍聴人の発言は禁止します。 

 審議会の秩序を乱し、又は妨害となるような行為をしないで下さい。

 会議開始後の撮影、録音などを禁止します。 

審議に入る前に、事務局を代表いたしまして都市創造部長の石田か

ら挨拶を申し上げます。 

 

（挨拶） 

・改めまして、委員の皆様方には、お忙しい中、当審議会にご出席を

いただきまして、誠にありがとうございます。 

いよいよ新幹線金沢開業が 3 月 14 日に迫り、連日メディアで報道さ

れていますが、先日 22 日に小松市において政府主催の地方創生フォ

ーラムが開催されました。全国 9 箇所の会場で開催され人口 11 万弱

の都市が開催地に選ばれたということは、小松市はこれからも頑張っ

ていくんだという評価を頂いているものだと捉えており、注目される

土地にならないかと思っております。 

  ということで、これまで積み上げてきたまちづくりの考え方、こ

れをぶらさないように頑張って行きたいと考えております。国のい

う、まち・人・仕事の創生につきましては、目標として安定した雇

用創出と新しい人の流れ、結婚・出産子育ての切れ目ない支援、時

代にあった地域づくり、安全安心な暮らしづくりということで地方

それぞれの強みを活かして活力を生み出すことにあります。小松市

が地方創生の先駆者となれますように委員の皆様におかれまして

は、引き続きご支援・ご指導を賜りたいと考えておりますので、よ

ろしくお願い致します。 
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2.審議事項 
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さて、本日の審議でございますが、これまでの都市計画決定の一部

を見直すというものもございますが、一連の流れのものもあります。

詳細については、担当者より説明申し上げますので、多くの議案では

ございますが委員の皆様方には、慎重なご審議を賜りますよう、お願

い申し上げます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

・前回平成 26 年 10 月 10 日の粟津駅西地区地区計画の決定につては 10

月 29 日に決定告示となっております。 

・本日の審議会は、都市計画区域の整備,開発及び保全の方針、区域区

分の変更の石川県決定 2 件と用途地域、地区計画、下水道の変更の

小松市決定 3件の合計 5件です。 

 

・議事録の署名人を、宮西委員と北村委員にお願い致します。 

・本日の審議会の議案について、事務局から説明して下さい。 

 

 

・議案第 1 号 小松都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方

針の変更について（石川県決定） 

・議案第２号 小松都市計画 区域区分の変更について（石川県決定）

＜事務局より議案説明＞ 

・小松能美都市計画区域の再編ということで、議案第 1号～4号につい

ては、小松能美都市計画から小松都市計画への変更があります。資

料 4をご覧下さい。向かって左側が今回の新しい案となっています。

右側が旧の案です。新は小松都市計画区域マスタープラン、旧は小

松能美都市計画区域マスタープランで計画に寺井や根上が含まれて

います。真ん中の(1)都市づくりの基本理念のところで下線が引いて

ありますが、これは今回の変更で追加された部分です。④の一番下

から 2行目のところですが、「総合的な雨水排水対策の強化」が赤文

字になっていますが、こちらは区域マスタープランの時にホームペ

ージで一般の市民に広くパブリックコメントということでご意見を

伺っております。その内容を反映、修正して赤色で書いてあります。

3 ページをご覧下さい。3 ページの下の部分の、(2)区域区分の方針

のところで、(旧)の方で目標年次を平成 22 年としています。今回新

たに 10 年後の平成 32 年としています。情報的には過ぎてしまった

様な形になっていますが、これについては能美市の合併があり時間

的に遅れているということです。先程下線の変更の話をしましたが、

変更の流れというのは、旧の都市計画で情報が古くなったものであ

ったり、小松能美から小松に変わったことによって寺井や根上が抜

けた部分に小松のことを書いたり、市の 10 年ビジョンと市の都市計

画マスタープランというものがありますがこちらは、商工会議所や

住民の方のご意見を聞きながら作っており、それを平成 21 年に策定

しています。そういった情報を今の区域マスタープランの方に反

映・更新していくということです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、スライドで説明します。まず都市計画区域マスタープラ

ンとは、小松都市計画区域全体として、都道府県が定める都市計画の

基本方針になります。概ね 20 年後の姿を見据えて計画を立てるもの

です。都市計画区域マスタープランに定める事項として都市計画の目

標以下いろいろありますが、これについては順番に説明します。都市

づくりの目標からですが、基本理念ということで①～⑥の基本方針を

基に「水と緑豊な環境に囲まれた、伝統文化に彩られ、質の高い居住

環境を創出するものづくりのまち・こまつ」を目指していきます。１

つ目は「コンパクトな都市づくりと地域交流、交通ネットワークの形

成を図ります」、２つ目として「商業機能・歴史文化を活かし、都市

全体の活性化を図ります。」、３つ目としては「工業団地、温泉地など

の豊かな産業を背景に活力と躍動感にあふれる都市づくりを展開し

ます」、４つ目に「生涯にわたる心あたたまる福祉や雨水対策などの

生活環境が整った快適で安全な都市づくりを目指します。」、５つ目に

「水や緑に恵まれた自然環境と歴史文化を活用した個性ある景観の

創出に努めます。」、最後になりますが「参加と協働による住民主体の

まちづくりを推進します。」 

次に、区域区分の決定の有無についてです。小松市では引き続き市

街化区域と市街化調整区域との区分を定めます。理由としては、人口

はゆるやかに減少していきますが、世帯分離により郊外部への住宅需

要が発生すると考えられます。また工業出荷額は一定の増加、卸小売

販売額は微減が見込まれますが、工業商業共に企業誘致により計画的

な産業基盤の配置が必要となります。以上の理由から市街化区域・市

街化調整区域を設けて無秩序な市街化を抑制し計画的な市街化を図

っていきます。 

続きいて、区域区分の方針です。ここでは概ねの人口、産業の規模、

市街化区域の規模というものを定めています。都市計画区域の人口に

ついては、10 万 4 千人から 10 万 3 千人ということで千人程度減少す

ると想定しています。市街化区域内の人口については、6万 8千人に

減少すると想定しています。工業出荷額については、6,818 億円、卸

小売販売額については、2,120 億円と想定しています。市街化区域の

面積については、2,229ha と考えています。 

次に土地利用の決定の方針です。業務地については、小松市役所周

辺・小松駅周辺に業務機能を配置し充実を図ります。写真は小松駅周

辺の写真になります。近年整備された、サイエンスヒルズなどが立地

しています。次に商業地になりますが、ここでの赤色の部分は先程の

新旧対照表で説明した、下線の部分や追加で赤色と示した部分をスラ

イドでも赤色で示しています。小松駅を中心とした中環状道路周辺の

商業機能の集積ということで、現在沖周辺で土地区画整理事業が具体

に実施されており、また市のマスタープランの位置付けを方針に追加

しています。旧来からの中心市街地のまちなかの賑わい再生ですが、

この部分はパブリックコメントで頂いた意見を参考に修正追加して

います。また、観光交流地については、以前は娯楽施設地という表現



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でしたが観光交流地として修正を行いました。次に工業地ですが、新

工業地として幹線道路沿線の工業地の整備拡充を図ります。写真は南

部工業団地となりますが、工業団地も順調に分譲が進んでおり、今後

新たな工業団地が必要となってきます。次に住宅地についてですが、

助成制度等市の取組みとして定住促進ということでまちなか居住を

促進します。次に市街化調整区域の土地利用の方針についてですが、

こちらはほ場整備事業された優良農地の整備保全として、以前は「農

地の保全」ということでしたが、具体的に示したということです。あ

とは、東北での震災を受けての「津波」という表記です。新幹線にお

いては、小松市は市街地を通過することになるので適切な環境保全対

策を実施していきたいと思っております。二重丸のところですが、既

存集落で住宅等の建物の立地を許容ということになります。これは、

旧の計画では「許容」の部分が「導入する」ということとなっていた

が、昨年の 7月にご意見頂いて条例改正しているので今度は運用とし

て許容していくという表現に変えています。 

次に交通体系の整備についてです。北陸新幹線は金沢～敦賀間の 3

年前倒しということで近々の話題となってきましたが、小松駅でもタ

ーミナル機能の強化と二次交通の利便性の向上というものを追加し

ています。次に下水道・河川の整備方針になりますが、ポンプ増強や

水路改修、雨水排水対策の推進のところですが、パブリックコメント

の意見もあり、今回新たに追加しています。小松市全体の話になりま

すが、一昨年の豪雨もあり、近年雨水による災害もあるので、積極的

に取り組んでいきます。次に住居系市街地のところですが、全国的な

人口減少が問題となっており空き家が増加しているということで、そ

の中で空き家の有効活用を図っていきたいということです。また、現

在実施している、土地区整理事業を追加しています。粟津駅西につい

ては、先般地区計画ということで粟津駅西地区について審議頂いてお

りますし、沖周辺については、後ほど説明しますが、三田地区の都市

計画の変更ということで話題に出てきているところです。 

  次に自然環境に関する都市計画の決定ということで、近年の災害

増加ということで避難地として公園緑地を配置していくということ

で「防災機能」ということを記載しています。また木場潟から望む

白山眺望の保全ということで入れてあります。以上が議案第 1 号の

説明です。引き続き議案第 2号について説明します。 

  線引き制度とは、都市計画区域の中に計画的に市街化を進める市

街化区域があり、市街化を抑制して自然環境を保全する区域が市街

化調整区域であるという説明になります。都市計画区域は行政区域

の 3分の 1くらいの面積です。その中の 2割弱が市街化区域で残り 8

割強が市街化調整区域というような面積分けとなります。市街化調

整区域の中には、集落や町内会が沢山あり先程も言いましたが条例

改正もあり住宅の緩和といったコミニティの維持にも努めて行きた

いと思っています。 

  見直しまでの経緯ですが、昭和 50年 5月に当初決定ということで、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画が初めて定められています。その後長い期間を経て平成 26

年の今回の第 5回の見直しとなっています。 

  区域を編入する線引き案件についてですが、赤で囲んであるとこ

ろが市街化編入区域で、市街化調整区域に編入するところを青で表

現しています。なお、市街化区域であったものを市街化調整区域に

編入することを都市計画の用語で逆線と言います。 

  三田地区の編入についてですが、沖周辺の土地区画整理事業の隣

接地において 2.5ha を追加拡大するということです。三田地区の現

在の様子です。田んぼとして利用されています。変更理由としては、

開発行為を予定しています。続いて上荒屋地区ですが、昭和 58 年に

市街地整備を目的に市街化区域に編入された地区になりますが整備

予定がなく、所有者を含め今後も営農継続を希望していることから

今回市街化調整区域へ編入する地区になります。現況は農地であり、

引き続き農地として利用される予定です。次に梯川地区ですが、写

真①にもありますが、既に河川区域となっており 2 番についても同

じであります。国道 305 号の梯川を渡るところですが、ここも河川

区域を除外するものです。こちらは下粟津地区であり、こちらは道

路区域となったところを除外するものであります。主要地方道小松

山中線ということで、右の方へ行くと津波倉町、下の方がこまつド

ームへの道の分岐点のところになります。今回の変更により市街化

区域は 10ha の減少となり、市街化調整区域は 10ha の増加となりま

す。今後必要となる市街化区域規模ということで人口フレームとい

うもので将来の市街化区域の規模を考えています。都市計画区域の

人口については、103,230 人で千人くらの減少で同じく、市街化区域

の人口については 68,490 人と減少になります。また 103,230 人の出

し方ですが、近年人口減少ということで人口問題研究所の推計とい

うものがあり、その推計に出生率であったり、新幹線開業であった

り、市が支援しています定住支援制度等を加味して出した数字とな

ります。加味しても千人程度は減少するということになります。ま

た、配分として出る市街化区域の人口として68,490人となりますが、

その下に 67,230 人とありますがこれは平成 32 年に市街化区域に住

める人口です。新幹線で用地買収があり、合計でいくと小松市内 11ha

くらい減少することになります。そういうことで住宅地の縮小によ

って人が住める土地が無くなる部分があり、そうすると保留人口と

いうことで 1,260 人の方に今後市街化区域を拡大して住んでもらう

ということになります。面積で表すと約 20ha くらい将来的には拡大

できる規模があるということになります。こちらは、位置など確定

していないので具体の計画が決まった時に農政部局と調整して場所

など決めていくということになります。 

  次にこれまでのまとめとなりますが、変更方針として、三田地区・

上荒屋地区のようなものについては、周辺部を市街化区域に編入し

たり、見込みのない区域は市街化調整区域に編入ということで最小

限の区域編入にとどめるという方針に基づいて行っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経緯と予定についてですが、上荒屋地区・三田地区に対して地元説

明会を開催して土地所有者の皆さんの同意を得ています。その後必要

な関係機関との協議であったり、手続きの時には雨水排水協議もあり

ますし、その中で三田地区周辺の町内会であったり土地区・土地改良

区等の下流水路を管理している方の同意を得て進めてきており調整

された案が出来た段階で 7 月 28 日に公聴会を開いております。公聴

会は公会堂で開催し 42 名の方に参加頂いております。公聴会で出た

意見ですが、いしかわの都市計画検討専門委員会という石川県の都市

計画審議会の下部組織になりますが、こういったところに公聴会の意

見を伝え審議頂いております。その後平成 26 年の 9 月 18 日から 10

月 2 日にかけてパブリックコメントを募集しました。パブリックコメ

ントの意見としては、63 件ありました。またその意見をいしかわの

都市計画検討専門委員会で審議頂いております。次に平成 27 年 1 月

13 日から 27 日まで都市計画案の縦覧を行っており、ここでは 45 件

の意見の提出がありました。そして、今回の都市計画審議会となりま

す。今後の予定ですが、石川県の都市計画審議会に 3月下旬におはか

りし、順次決定告示を行っていきたいと思っております。 

  それでは、公聴会での主な意見について説明致します。資料 1 を

ご覧下さい。公聴会の意見として、運営関係、区域マス・区域区分

関係、その他ということで出ています。まず、「公聴会の周知が不十

分である。もう一度関係者に案内を行い開催すべき」、2 つ目に「都

市計画審議会の先生方に伝えてほしい」というものがございました。

次に区域マス・区域区分関係ですが、「一部の人の利益のために一部

の人が行う都市計画の変更ではないか」、「平成 25 年 7 月の大雨で冠

水したにも関わらず対策が取られていない。このまま市街化区域拡

大の手続きを進めることには反対である」というものです。これに

対する市の見解ですが、1番の運営関係については、新聞広報・ホー

ムページによる周知の手段をとっており、これは極めて一般的なも

のであります。当日一般者の方が 42 名いることからも周知はされた

と考えております。2つ目の区域マス・区域区分の案について、県で

は開発事業者に基準に適合した調整池の設置を義務づけており、必

要な対策が取られていると考えております。 

  次にパブリックコメントの意見です。資料 1の中段をご覧下さい。

こちらには 63 件の意見が寄せられました。そのうち過半数は沖町の

商業施設の早期立地を希望するものであります。その他の意見とし

て、「既存商店街が生き残れる市の商業施策を反映すべきで商店街と

の共存を希望する」、「自然災害に対する考え方を示すべき」、「雨水

排水計画を検討すべき」、「治水対策を進めて欲しい」という意見が

ありました。これについては、区域マスの修正追加ということで、

先程も説明しています。先程の資料 4 新旧対照表の 4 ページをご覧

下さい。一番下段にある、赤色で書いてあるところですが、「中でも

旧来からの中心市街地は、高齢社会の進展に伴う交通弱者の増加を

見据え、ハード・ソフト両面からの商業環境の魅力向上により、ま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなかの賑わい再生を図る」というふうに追加しております。資料 4

の 10 ページになります。中段の河川のところですが、「また河川等

の整備状況との整合を図りながら、速やかに内水を排除するための

ポンプ増強や水路改修し、雨水排水対策を推進する」という言葉で

追加修正しています。 

  続いて意見書の内容になります。意見書については、資料 2 をご

覧下さい。区域区分に関する意見が 43 件、区域マスタープランに関

する意見が 2 件であります。区域区分に関する意見に関しては、三

田地区の市街化編入に賛成するという意見がほとんどでありまし

た。それ以外に「県や市から開発者に対し適正な規制や指導をお願

いしたい」、「排水対策を引き続き積極的に進めてもらいたい」、「中

心市街地と新しい市街地を結ぶ公共交通機能の充実を希望する」、

「公共交通機能と道路網の整備」を望む意見が出ております。また、

区域マスタープランに対する意見は 2件出ております。「一昨年 7月

の豪雨による冠水は大規模商業施設用地の埋め立てによる保水力の

減少が原因である。石橋川の改修後に開発を行なうべきである。石

橋川の調査と処理能力等を開示した後にマスタープランを変更すべ

き」というものであります。 

  このような意見に対する考え方は、内水対策・マスタープランの

見直しとして、区域マスタープランの見直しにおいて、明確な方針

として「速やかに内水排除するためのポンプ増強や水路改修」を新

たに位置付け、具体的な排水路の改修は小松市が主体となって取り

組んでまいります。編入地区の対策として三田地区 2.5ha は開発基

準に適合する規模の調整池設置を県が開発事業者に対して指導し、

開発事業者が主体となって雨水対策を行います。また、区域区分に

対する意見については、大店立地法などに基づき、環境への配慮等

十分な対応を指導します。公共交通については、開発事業者と実現

に向けた協議を進めて行きたいと思っております。以上が意見に対

する考え方です。 

  続いて資料 3 をご覧下さい。市街地の内水対策であります。位置

の確認になりますが、こちらが JR 小松駅でこちらが JR 北陸本線と

なってます。こちらが国道 305 号です。この黄色で囲まれた地区が

沖周辺土地区画整理事業の区域です。この青いところが編入する三

田地区となります。市街地を流れる河川としてこちらが国管理の梯

川、こちらが梯川の支線である前川となります。こちらは県管理と

なります。梯川の方へは九竜橋川、排水路となりますがこのような

ルートで流れております。石橋川はこのように前川へ流れておりま

す。こちらの九竜橋川については、ピンク色で囲まれた区域の水が

こちらの方へ流れていきます。石橋川についてですが、沖周辺土地

区画整理事業の中に都市計画道路が走っております。この都市計画

道路から北側の部分の青いエリアにおいては、この水路を通って石

橋川に合流して前川へ流れております。道路から南側の分について

は、このように水路を通り石橋川に流れ、前川へ流れていくことに



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なります。小松市の市街地部は極めて標高も低く平坦であるという

ことで、梯川の水位が上がると前川の水位もあがり、水位があがる

と内水としてどうしても排水できないということで出口のところに

ポンプを付けて排水するということになっております。そのような

中で一昨年 7月 29 日に大雨がありました。梯川の大きな河川にいて

も、100 年に一回降るという雨の対策として、そういった規模で整備

しますが、一昨年の豪雨というのはこの規模を超えた想定外の雨で

した。小松市の排水路ですが、数も沢山あり、市内全域にあります。

そういうことで大きな川は 100 年や 50 年以上の確率で整備し、小さ

い水路については 10 年に一回降る雨で排水路を整備しております。

整備状況について説明します。九竜橋川についてですが、今、中期

対策としてこちらの方で整備しております。こちらの方は、複断面

化と言い、水路の底面を少し掘り下げて流れをよくするという工事

であります。こちらについては、下流側・上流側は複断面化されて

いるのですが、この部分はされていなかったということで整備して

いるものです。これは、今年工事を行っております。こちらの九竜

橋川の方ですが、昨年の都市計画審議会でご審議頂きました、ポン

プ場の事業認可も頂きまして、現在設計中であります。設計が終わ

り次第工事に入ろうと思っております。次に石橋川の対策について

です。石橋川においては、JR の所から沖の区画整理までのこの区間

ですが、中期対策として断面改修を行っております。こちらの方は

今年工事に着手しており、大体 4 年くらいかけて改修を行っていき

ます。今後の予定ですがこのJRの横のこういったところであったり、

ここから下流部の所から人家連担部でありますが、バイパス水路の

検討も必要となってきますがこちらの整備とポンプの増強を図って

いきたいと思っております。以上が行政が行う排水路の部分であり

ます。次に沖のこちらの方の対策ですが、こちらは先程からもあり

ますが調整池を設けて、下流水路に流れる容量、流してもいい容量

の分だけ出口でしぼって中に溜めたものをこちらに流していくとい

うことになります。最近では県の基準も厳しくなり、今の開発区域

と区画整理事業の一体的に利用するこのエリアでは50年に一回降る

雨に対応できる調整池を設置する計画となっております。市街地の

開発については、このような排水整備は非常に時間がかかり、費用

もかかるということでなかなかすぐに進むものではありません。そ

ういう時に出来るまでの間ということで開発される方の責任におい

て調整池を既存の川に流せる容量分の水を流すために調整池を造っ

て頂くということであります。後は行政の方ですが、国の梯川の方

は天満宮で浮島をやっておりますがここがボトルネック区間となっ

ており、そういうところの整備であったり、県の方では前川の今江

町の方で工事をしております。そういうことで国・県・市の対策と

いうことで排水を行政が責任をもってするということであります。

以上で私からの説明を終わります。 

（意見、質問及び事務局回答） 
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・石橋川の計画で中期的な対策とありますが、この整備は 10 年分の 1

の確率での整備なのか、ある程度の貯留を考慮した整備なのか教え

て下さい。 

・石橋川の整備については、10 年に 1 度の雨という中で行っておりま

す。 

 

・梯川の国の直轄事業だと思うのだが、現在、引堤で堤防を広げてい

るがこの計画について教えて欲しい。なぜかというと結果的には梯

川である。前川も梯川に合流するので、ポンプをいくつかつけて流

してその水が安宅の河口に流れるわけで、その容量が大きければポ

ンプアップも出来、この梯川の水位が上がった時にポンプで流すの

でその梯川が決壊したら何にもならないではないか。梯川の引堤が

延長され鍋谷川くらいまでの計画の中で、20 年近くされているわけ

だが、それが完成することによって前川の水位が下がるが、前川が

上がると木場潟の水位が上がる全部関連してくるので、少しでも早

く国の直轄事業の梯川の引堤で容量が大きくなればある程度解決で

きるのでないでしょうか。 

・国の方でも、2 月に発表されたのですが 26 年度の補正予算というこ

とで、梯川に関しては白江地区において予算がついたというような

状況です。地元の要望の話も着々と進めておりまして、梯川の改修

は出来るところから予算付けをして頂いているということです。 

 

・内水対策の方で説明ありました、一昨年の夏の大雨で大変な被害が

あったと思っております。今回三田地区が開発されるわけですが、

それに伴って市の計画の事業を説明されましたが、その中で河川の

改修等まだ沢山ありますし、それらが完成するまでは一応開発事業

者が調整池を設けて調整するということなのですね。その計画につ

いてはやはり出来るだけ早く対策できるようにして欲しいなと思い

ます。沖周辺から JR の断面の改修等かなり厳しい状況のところもあ

るかと思います。そういったところを出来るだけ早く工事を短縮で

きるようにお願いしたいと思います。ゲリラ豪雨等いつ発生するか

わからない状況にありますからこれだけは早くして欲しいと思いま

すし、九竜橋川の排水機場のポンプの増強なんですが、設計中とい

うことですが出来るだけ早くポンプを設置して排水できるようにお

願いしたいと思います。周辺に住民が生活しているわけですから、

安心して住めるようにお願いしたいと思います。今行っている JR 下

流のところの水路の断面だとかこれについてはどのような、どこま

で水位をさげているかお聞きしたいのですが。 

 

・日頃から道路河川の事業にご協力頂きましてこの場をお借りして御

礼を申し上げたいと思います。今ほどの質問ですが、石橋川につい

ては、幸町から沖町の部分について、平成 26 年から 4年間にわたっ

て工事致します。今年の予算もあり、下流部の JR に沿った部分で JR
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との協議は時間がかかりますので前もって設計業務を出していきた

いと思っております。水路というのは、最下流部分からやっていく

のが一番効果があがると思っておりますので、石橋川については、

下流の方から進めて行きたいと思います。工事をするにあたっても、

設計をしていかなければいけませんので、下流部から順次設計を行

い検討して着手していきたいと考えております。予算もあり、河川・

水路事業というのはすごくお金もかかるので水を流しながらの工事

になるのでなかなか進まないというのも思っております。ただ、市

として少しでも早く進めていけるようにとは思っております。 

 

・先程 10 年に 1回の雨とありましたがその具体的な数字、例えば一昨

年のゲリラ豪雨はどのくらいで 10 年に 1 回なら大丈夫なのか 50 年

に 1回なら大丈夫なのか分からないのですが。 

・一昨年のゲリラ豪雨は日雨量 199 ㎜であります。先程の梯川の整備

のところで 100 年と申しましたがそれは日雨量 160 ㎜であります。

50年確率は150㎜で10年の方になると日雨量として120㎜でありま

す。 

 

・マスタープランについて結構前から報告を受けていたのにまだ公に

なっていなかったというのが正直驚いております。マスタープラン

を出来るだけ早く皆さんに周知して広めて、共有して欲しいと思う

のですが、沖周辺土地区画整理事業というのはこの青く塗られた部

分でこの赤い部分を開発するという意味なんですね。もともと区画

整理事業地には含まれていなかった地域ということなんですね。個

人的な意見としましては、マスタープランでコンパクトシティを目

指すといっている中でこれ以上区画整理事業を進めていくことはど

うなのかということがありますが、その中で沖周辺は既に区画整理

事業が進められ整備が決定されて、やっていた地域だという解釈だ

ったのですが、それにプラス新たにその部分を追加するということ

自体は、コンパクトシティを目指すという中では、市街化区域を増

やしていくということは好ましくないことだろうと感じています。

そうした中でまとめて整備せざるおえない関連性もあるとは思いま

す。マスタープランの中における市街化区域の中での人口配分とい

うのをしっかりとした上で、できるだけ郊外にするのではなくそれ

ぞれの集落地域、それぞれの拠点の中にうまく収めて集中できるよ

うな地域を進め、そうでないとむやみに公共施設を拡充しないとい

けない等の負担が大きくなりますので、そのマスタープランの中で

のコンパクトシティというふうな言葉を今後いろんな政策の中でも

根本において進めて欲しいなというふうに思います。 

 

・木場潟周辺に居住して田んぼをしているのですが、小松全域やはり

水との戦いだと思います。先程も宮西委員が「全ては梯川の拡幅工

事につながる」とありましたが私もそのように思います。一昨年に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨の洪水の時に梯川流域にある農協施設も冠水したのですが、も

う 30cm くらいで堤防を越えるような水位でした。その時に前川の排

水機場のポンプをフル稼働できるかというとなかなか難しいと思い

ますから拡幅工事ができれば色々な設備をフル稼働することにより

水位を下げることができると、今後そういうふうになると思います

から、ただそれは今すぐ出来るわけではないと相当に時間がかかる

と思いますから、当面は三田地区の 2.5ha を編入することになれば

その部分について当該業者が個別対応するということで、50 年に 1

度の雨に対応できるものと聞きましたから、であるとするならばそ

こについての雨水対策は大丈夫かなと思いますので、全体としても

説明を聞く限りは対応できるのではないかなと感じました。水との

戦いという部分では、梯川のその対策を進めることと、後は個別対

応で進めていくことがベストかなと思います。 

 

・この議案第 1 号について、原案どおり承認することに異議はありま

せんか。 

（異議なし） 

・それでは異議なしということで、本件については原案どおり承認さ

せて頂きます。 

・続きまして議案第 2 号につきましてご意見ご質問をうけたまわりた

いと思います。 

（意見・質問なし） 

・意見がないようなので、議案第 2 号について原案どおり承認するこ

とに異議はありませんか。 

（異議なし） 

・それでは異議なしということで、原案どおり承認させて頂きます。 

・続いて議案第３号 小松都市計画 用途地域の変更について事務局よ

り説明して頂きたいと思います。 

 

・議案第３号 小松都市計画 用途地域の変更について（小松市決定）

＜事務局より議案説明＞ 

用途地域には、住居・商業・工業系とがあります。今回市街化区域

編入除外地区についての用途変更となります。三田地区については、

エリアを拡大した地域について周りと同じ近隣商業地域と用途指定

を考えております。次に上荒屋地区ですが、市街化調整区域に編入と

いうことで用途廃止になります。3番のところですが一部南陽台の部

分に重なっており、そこは南陽台と同じ第一種住居地域として用途を

残していくことになります。次に梯川地区・下粟津地区は市街化調整

区域に編入するので用途地域を廃止します。以上のような用途地域の

変更を行い、約 10ha の用途地域の減少となります。経緯と予定につ

いてですが、説明会については 1 号議案と 2 号議案と同じで、平成

27 年 1 月 13 日から 27 日に案の縦覧を行いまして、用途地域に関し

て意見書の提出はありませんでした。以上で第 3号議案の説明を終わ
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ります。 

 

 

（意見・質問なし） 

・意見がないようなので、議案第 3 号について、原案どおり承認する

ことに異議はありませんか。 

（異議なし） 

・それでは異議なしということで、本件については原案どおり承認さ

せて頂きます。 

・続いて議案第４号 小松都市計画 地区計画の変更について事務局よ

り説明して頂きたいと思います。 

 

・議案第４号 小松都市計画 地区計画の変更について（小松市決定）

＜事務局より議案説明＞ 

  地区計画とは、その地区が安全で快適な魅力あるまちづくりを推

進するために建築行為や開発行為を適正に規制・誘導するものであ

ります。 

地区計画についても、三田地区の拡大が大きな変更であります。先

程からもありますが、小松能美都市計画から小松都市計画の変更とな

っております。地区計画は 11 地区あり、今回は 10 地区の変更となり

ます。昨年粟津駅西地区の地区計画について承認頂きましたが、この

地区については小松都市計画として決定しているので、この地区以外

の 10 地区の変更で小松能美都市計画から小松都市計画の変更を行っ

ております。 

三田地区の拡大のところですが、この赤く塗ってあるところが今回

編入の 2.5ha であります。一体の利用ということで商業地区として追

加しております。商業地区の面積は 15.8ha から 18.4ha になります。

今回のように地区計画を一斉に見直すということはなかなか無い

ことなので、過去の決定の中で表現が微妙に変わっているところがあ

ります。例えばかきさくのかきを漢字に直したり、番号のところなど

こまかい部分の変更を併せて行っております。軽微な変更となってい

ます。経緯と予定ですが、地区計画の場合は条例縦覧というものがあ

り、土地に規制がかかるので手続きが増えます。その後意見書の提出

期間 21 日から 27 日ということで意見書の提出はありませんでした。

同じく 1月 13 日から 27 日までの都市計画に縦覧、これは都市計画法

に基づく縦覧ですが意見書の提出はありませんでした。今回の審議会

を経て決定告示になります。3 号議案 4 号議案についても 1 号議案 2

号議案と同じ告示日ということになります。4号議案についての説明

は以上でございます。 

 

（意見・質問なし） 

・意見がないようなので、議案第 4 号について、原案どおり承認する

ことに異議はありませんか。 
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（異議なし） 

・それでは異議なしということで、本件については原案どおり承認さ

せて頂きます。 

・続いて議案第５号 小松都市計画 下水道の変更について事務局より

説明して頂きたいと思います。 

 

・議案第５号 小松都市計画 下水道の変更について（小松市決定） 

＜事務局より議案説明＞ 

  小松市の公共下水道事業は、生活環境改善と梯川・木場潟などの

公共用水域の水質保全を目的とし、梯川左岸は単独公共下水道の中

央処理区として昭和 42 年度より、右岸は石川県が事業主体となる加

賀沿岸流域下水道事業 梯川処理区として昭和59年度より整備を進

めております。それぞれ鶴ヶ島町の中央浄化センターおよび翠ヶ丘

浄化センターで処理をおこなっております。下水道整備の現状は、

平成 25年度末の中央処理区の全体計画面積は 2,735ha でこの内計画

決定面積は 2,612ha、事業計画区域面積は 2,342ha、整備面積は

1,701ha、下水道整備率は 72.6%となっています。 

  また、梯川処理区の全体計画面積は 830ha、計画決定面積は 819ha、

事業計画区域面積は 734ha、整備面積は 562ha、整備率は 76.6%とな

っています。平成 26 年度末の整備率は、中央処理区 73.5% 梯川処

理区 77.9%となる見込みです。まず、今回排水区域として追加する箇

所でありますが、議案第 2 号で説明があったとおり、三田地区の市

街化編入に伴う排水区の追加です。また、それ以外の番号②北浅井

町、③串町、④松崎町、⑤矢田野町については、既に計画決定を頂

いている区域に隣接しており、今回排水区域に追加します。 

計画変更の内容について排水区域は、既決定面積に 4ha を追加しま

す。今回決定面積を 2,616ha とします。内訳については、市街化編入

する三田地区の2.5ha、既定区域に隣接する区域として1.1haの約4ha

を追加します。都市計画下水道の排水区域については、「概ねの区域」

として、表示することとなっており小数点以下を四捨五入して、約

4ha としています。 

  今回追加する 1 番については、先程から説明ありますが、三田地

区の市街化編入に伴うものです。今回の変更の三田地区については、

公共下水道の区域に隣接しており経済性の観点から一体整備をする

ことが効果的であると判断し公共用水域の水質保全と居住環境の更

なる改善を図るものです。 

  既決定区域に隣接する区域についてですが、今回、北浅井町、串

町、松崎町、矢田野町の４町内になります。追加する排水面積は、

合計で 1.19ha となります。 

既決定区域の周辺については、平成８年に計画決定しています。し

かし、今回追加する区域は、住宅が無いなどの理由で計画区域から外

れていました。その後、下水道整備が順次行われることにより隣接す

る区域についても接続可能となったことから今回、排水区域に追加す
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3 . 閉 会 

事 務 局 

るものです。 

追加する北浅井町の状況です。この赤い部分を追加します。この白

色の部分が整備済みのところです。次に串・松崎町の状況です。こち

らも赤塗りの部分を追加致します。また白い部分が下水道整備済みの

区域となります。次に矢田野町も同様に赤色の部分を追加します。白

い部分が整備済みの区域となります。既決定区域に隣接する既存集落

について、経済性の観点等から排水区域とすることが有利と判断され

たものを追加し、公共用水域の水質保全と居住環境の更なる改善を図

るものです。 

経緯と予定についてですが、関係機関協議として平成 26 年 10 月に

石川県水環境創造課と協議調整を行っております。また平成 27 年 1

月 13 日から 27 日の 2週間計画案の縦覧を行い、意見書の提出はあり

ませんでした。今後の予定として 4月上旬に県知事協議を経て 6月上

旬に決定告示を予定しています。以上で議案第 5号の説明を終了しま

す。 

 

（意見・質問なし） 

・意見がないようなので、議案第 5 号について、原案どおり承認する

ことに異議はありませんか。 

（異議なし） 

・それでは異議なしということで、本件については原案どおり承認さ

せて頂きます。 

 

 

・会長ありがとうございました。以上をもちまして、第 70 回小松市都

市計画審議会を終わります。 

 

   


